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研究成果の概要（和文）：　本研究課題の目的は、女たちが抱える問題が、政治的権利を獲得した今なお残り、そのた
めフェミニズム視点の重要性は変わらず認識されているにもかかわらず、一般市民にその意義が十分に浸透しないよう
に思える理由を、フェミニズムの系譜学の観点から分析することにある。二〇世紀前半を第一波フェミニズム世代から
ポストサフラジスト世代として理解し、また「女児」を発展段階にある存在として広義に捉え、二〇世紀前半の古典的
演劇作品および大衆文学における「女児」表象を考察し、世代継承の変遷を分析するとともに、その実現の可能性を示
唆した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the study is to analyse the reasons the contemporary feminism and 
feminist movements seem "obsolete" despite the fact that the feminist issues are much discussed and the 
importance of its issues are acknowledged generally. In order to analyse the seemingly illogical 
situations (in the sense that the female power is necessary, while feminism is not wanted), the study 
examines the young girl representations in both canonical dramas and popular fictions of the early 
twentieth century Britain. In so doing, it tried to trace the genealogy of feminism and understand the 
dilemma the contemporary feminism faces.
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１．研究開始当初の背景 
 
 政治的にも経済的にも文学的にも、昨今の
女児および若年女性表象への注目は著しい。
他方、そうした流行に反するかのように、た
とえば二〇〇〇年代には「ジェンダー・フリ
ー・バッシング」現象等が散見された。女性
固有の貧困等の問題が山積みしたままであ
る今日の現状を考えると、フェミニズムの課
題が解決されたとは言いがたい。その運動／
理論に対する期待が失われているとも言え
ない。事実、女性をめぐる議論が絶えたこと
もない。そうであるにも関わらず、その運動
／理論の世代継承が困難に見える言説が後
を絶たないのはなぜか。 
 他方、フェミニズム運動においては、「波」
という比喩が、その伝統の長さを示すために
用いられてきた。そうした名称が、第一波フ
ェミニズム（一九二〇年代の参政権運動をそ
の代表的運動とされる）であり、第二波フェ
ミニズム（一九六〇年代後半から七〇年代を
ピークとする、いわゆるウーマン・リブ）で
ある。これらに対して、現代のフェミニズム
の状況は（批評家によって異なるが）「ポス
トフェミニズム」と呼ばれる。その言葉が指
し示すのは、目標がすべて達成されたのだか
ら、もはやフェミニズムの有用性は終わった、
である。さらに具体的に言いかえるならば、
現代を第二波フェミニズムが終わった時代
とする見方である。同様に考えるならば、第
一波フェミニズムの後の時代は、参政権が達
成された後の時代すなわち「ポストサフラジ
ズム」と呼ぶことができるだろう。 
 ポストフェミニズムによってフェミニズ
ムの「波」が絶えたと時期尚早に断言する前
に、まずは二〇世紀の二つのフェミニズム
（第一波、第二波）の後の時代（ポストサフ
ラジズム、ポストフェミニズム）の共通点を
みるべきだろう。二一世紀におけるポストフ
ェミニズムと二〇世紀前半のポストサフラ
ジストの共通点は、どちらも大きなムーブメ
ントの後の喪失感を抱えている点にある。第
一波がその喪失感を持つに至った理由がな
にか。その喪失感を越えて第二波にどのよう
に結実するのか。これまでのフェミニズム研
究の成果が示しているのは、二一世紀におけ
る女同士の絆（シスターフッド）はときに失
敗した、もしくは失敗に見えたとしても、つ
ねに継続されてきたことである。失敗もしく
は中断に思える言説がどのように形成され、
それがどのような効果を現代のフェミニズ
ム運動に与えたのか。 
 以上のような問題意識のうえに、世代を超
えた女たちの連帯の伝統と可能性を考察す
るべく、本研究課題においては、第一波フェ
ミニズムの後の世代、第二波フェミニズムの
後の世代、という二つの世代に注目した。 
 また、第一波、ポストサフラジスト、第二
波、ポストフェミニズムというようにフェミ
ニズムを系譜学的に捉えると、二〇世紀前半

の女性表象、とくに若年女性表象の重要性が
前景化される。なぜならば、「後（ポスト）」
の世代とは、みずからの世代の課題を考える
と同時に、ムーブメントのピーク時の世代の
苦難や価値観をときに共有、ときに反発しな
がら、みずからの新たな課題を見極めること
が求められる世代だからである。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、女たちが抱える社会的文
化的経済的問題が政治的権利を獲得した今
なお残り、そのためフェミニズム視点の重要
性は変わらず認識されているにもかかわら
ず、一般市民にその意義が十分に浸透しない
ようにおもえる理由を系譜学の観点から探
ることにある。そのため女同士の絆の変遷を、
古典的文学および大衆文学に描かれた「女
児」を中心に考察した。 
 本研究においては、世代継承の観点から次
世代としての女児表象に注目するが、ここで
の女児とは、若年女性を意味するだけでなく、
世代から世代へ移行する存在、世代と世代を
つなぐ存在として解釈した。女児という概念
を年齢だけでなく、理念上、広義に捉えるこ
とによって、二〇世紀初頭における女性像を
より多義的に捉えられると考えた。 
 また、幅広いムーブメントが求められるフ
ェミニズムの分野では、古典だけでなく大衆
作品における表象を重視し、分析対象は、古
典的作品（ジョージ・バーナード・ショー）
だけではなく、大衆的作品（エヴァドネ・プ
ライス、イレーヌ・ラスボーン）の両者とし
た。 
 
 
３．研究の方法 
 
 研究方法としては、以下の三つの方法をと
った。 
(1) エビデンスの収集 
 文学作品に描かれた女児表象を考察
するため、作品発表当時の定期刊行物の
記録を資料収集のうえ分析し、歴史的実
証性をもたせた研究をおこなうため、一
時資料の収集を、おもに英国図書館にて
おこなった。また文献だけでなく、視覚
資料をもとめて帝国戦争博物館、ヴィク
トリア・アンド・アルバート博物館にて
もそれぞれ資料収集をおこなった。 
(2) 作品分析 
 いわゆる大衆文学に位置づけられる
作品を分析対象としたが、そうした作品
の位置づけをおこなうために正典的テ
クストと比較するとともに、理論的枠組
み（おもにフェミニズムおよびカルチュ
ラル・スタディーズ）に基づいて精密に
分析することを心がけた。 
(3) 研究者仲間との交流／援助 



 学会において研究発表をおこなうと
ともに、定期的に研究会および読書会に
参加し、研究成果の発表前に同分野の研
究者からの意見・批判を求めた。そのう
えで成果発表をおこなった。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究課題において得られた主たる成果
は、以下のとおりである。 
 
(1) 「ポスト」世代としての戦間期小説とチ
ック・リットの系譜学：第一波フェミニ
ズムの後（ポストサフラジスト）世代と
第二波フェミニズムの後、いわゆる「ポ
ストフェミニスト」世代は、ともにビッ
グウェーヴの後の、いわば「遅れてきた」
フェミニズム世代という共有点をもつ。
これら二つの世代の「ポスト」世代の連
続性を探究することによって、今日にお
けるフェミニズムの可能性（第三波フェ
ミニズム）の提示を試みた。ポストフェ
ミニスト世代の小説といわれるチッ
ク・リットのプロトタイプとして、第一
次世界大戦を戦間期に描いたエヴァド
ネ・プライスの小説『そんなに静かでは
ない･･･』を分析し、第一波から第二波
への継承を提示することによって、第二
波から第三波への継承の可能性を示唆
した。 
(2) フェミニスト・メランコリー：現代のフ
ェミニズム運動／理論が存在している
にもかかわらず分断されているかのよ
うに思える問題を、精神分析における喪
の概念を踏まえて、孤独の観点から考察
した。具体的には、国家と女の関係に注
目し、英国二〇世紀初頭の G･B･ショーの
『聖ジョーン』の孤独に戦う若年女性表
象を、ナショナリズムだけでなくセクシ
ュアリティを経由して分析し、本作が描
く親族関係の前提にどのような性の力
学が潜んでいるのか、またそれが二〇世
紀初頭および今日における意味を指摘
した。 
(3) 女児／若年女性の労働：言語による女性
の社会階層移動を描いたことで知られ
るバーナード・ショーの戯曲『ピグマリ
オン』を労働の観点から分析することに
よって、二〇世紀における若年女性にと
っての労働問題の重要性を明らかにし
た。 
(4) 中産階級女性にとっての労働：職業とし
ての看護婦の歴史的形成を、軍事および
医療の二つの流れがあることを指摘し、
その両者を例に第一波フェミニズムが
盛んとなった二〇世紀初頭における看
護女性表象にあらわれる対立言説を考
察した。これによって明らかになったの
は、ポストサフラジスト時代の英国中産

階級女性たちは働く主体としての自己
形成を（意識的にせよ無意識にせよ）お
こなっていたことである。 
 
 本研究課題で知見を得た成果については、
本課題の研究分野である英文学系の学術会
議にて発表するとともに、教育研究および中
東研究のシンポジウムにおいても口頭発表
する機会を得た。これによって、成果の一部
を学術上だけでなく、教育という形で社会に
還元することができたと考えている。 
 上記に述べた研究成果はすべて、科学研究
費助成金なくしては達成することはできな
かった。このような機会を与えていただいた
ことを心から感謝している。 
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